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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

子
ど
も
の
笑
顔
を
奪
う
、
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
身
体
や
心
に
傷
を
負
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
、
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

助
け
て
の
サ
イ
ン
に
、
気
づ
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

心
あ
た
り
が
、あ
り
ま
せ
ん
か
？

虐
待
と
し
つ
け
の
違
い

　
虐
待
と
し
つ
け
、
こ
の
二
つ
の
間
に
は
、
し
っ
か
り
と

線
引
き
で
き
な
い
グ
レ
イ
ゾ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ま
ず
は
、
子
ど
も
が
耐
え
難
い
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
で
あ

れ
ば
、
虐
待
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
保
護
者
が
子
ど
も
の
た
め
だ
と
考
え
て
し
て
い
る
こ
と

で
も
、
過
剰
な
教
育
や
厳
し
い
し
つ
け
が
、
子
ど
も
の
心

や
身
体
の
発
達
を
阻
害
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
虐

待
だ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
は
、
あ
く
ま
で
も
子
ど

も
の
側
に
立
っ
て
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
例
１

　
私
が
虐
待
さ
れ
だ
し
た
の
は
、
５
歳
の
と
き
。
妹
が
生

ま
れ
た
頃
だ
っ
た
。
母
は
﹁
あ
ぁ
、
結
婚
す
る
ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
。
子
ど
も
な
ん
か
産
む
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
。﹂
と

私
に
言
い
続
け
、
私
が
少
し
で
も
ご
飯
を
こ
ぼ
し
た
ら
、

濡
れ
た
床
ふ
き
用
の
ぞ
う
き
ん
で
私
を
殴
っ
た
。
水
に
濡

れ
た
ぞ
う
き
ん
は
重
く
、
殴
ら
れ
た
と
き
痛
い
。
私
が
泣

く
と
﹁
な
ん
で
泣
く
の
、
ウ
ル
サ
イ
。﹂
と
い
っ
て
、
私

の
髪
を
つ
か
ん
で
ゆ
さ
ぶ
っ
た
。
私
は
泣
き
声
を
殺
し
、

母
の
暴
力
に
耐
え
た
。

　
事
例
２

　
幼
稚
園
児
の
と
き
、
父
と
一
緒
に
寝
て
い
ま
し
た
が
、

明
け
方
に
な
る
と
、
父
は
い
つ
も
私
の
体
を
な
で
ま
わ
し

て
い
ま
し
た
。
小
学
生
に
な
り
、
や
っ
と
ひ
と
り
の
布
団

で
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
両
親
か
ら
の
暴
力
が
始

ま
り
ま
し
た
。
暴
力
に
は
弟
も
加
わ
り
、
学
校
で
は
い
じ

め
ら
れ
、
居
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
所
の
公
園

で
木
や
草
に
話
し
か
け
、
野
良
猫
と
遊
ぶ
と
き
が
い
ち
ば

ん
安
ら
げ
る
と
き
で
し
た
。

　
事
例
３

　
わ
た
し
は
25
歳
で
す
。
ず
っ
と
、﹁
３
歳
に
な
る
娘
に

な
ぜ
こ
ん
な
に
も
冷
た
く
で
き
る
の
か
。﹂
と
、
考
え
て

い
ま
し
た
。
娘
は
お
と
な
し
く
、
親
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ

る
こ
と
な
く
、
私
も
普
通
の
親
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
娘
が
１
歳
に
な
り
、
２
歳
に
な
り
、
私
の
小
さ
い
頃

と
だ
ぶ
っ
て
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
私
が
小
さ
い

頃
、
私
の
母
に
﹁
お
前
な
ん
か
生
ま
れ
な
け
れ
ば
よ
か
っ

た
。﹂、﹁
死
ん
で
し
ま
え
。﹂
と
言
葉
の
暴
力
を
受
け
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
私
も
、

娘
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

○
通
報

　		

虐
待
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
事
実
を
知
っ
た
と
き
は
、
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
親
を
責
め
な
い

　
親
も
同
じ
よ
う
に
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
孤
立
さ
せ
な
い

　
子
ど
も
を
虐
待
し
て
い
る
親
を
孤
立
さ
せ
な
い
。

○
優
し
く
見
守
る

　			

子
育
て
中
の
親
子
を
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
見
守
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

○
相
談
す
る

　			

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
が
ま
ん
し
な
い

　			

虐
待
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
は
、
が
ま
ん
し
な
い
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼	

子
ど
も
虐
待
と
は
﹁
子
ど
も
自
身
が
、
耐
え
難
い
苦

痛
を
感
じ
る
こ
と
。﹂
で
す
。

　
▼	

た
と
え
殴
ら
れ
な
く
て
も
身
体
に
傷
が
つ
か
な
く
て

も
、
心
が
つ
ら
か
っ
た
ら
、
電
話
を
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

相
談・通
告
窓
口

京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー（
旧
京
都
児
童
相
談
所
）

☎
５
３
１
︱
９
９
０
０

町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
９
５
６
︱
２
１
０
１
（
内
１
５
７
・
１
５
８
）

児
童
相
談
所
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︱
０
６
４
︱
０
０
０

※ 

匿
名
で
の
通
告
も
可
。
通
告
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保

護
さ
れ
ま
す

問
・
申
込
先
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
９
５
６
︱
２
１
０
１
（
内
１
５
８
）

身体的虐待

▼殴る▼蹴る▼投げ落とす▼激しく揺さぶる▼
やけどを負わせる▼溺れさせる▼首を絞める▼
縄などで一室に拘束するなど
…洋服で隠れる部分だけに傷がある場合もあり
ます

性的虐待
▼子どもへの性的行為▼性的行為を見せる▼性
器を触るまたは触らせる▼ポルノグラフィの被
写体にする

ネグレクト
▼家に閉じ込める▼食事を与えない▼ひどく不
潔にする▼自動車の中に放置する▼重い病気に
なっても病院に連れて行かないなど

心理的虐待

▼言葉による脅し▼無視▼兄弟姉妹間での差別
的扱い▼家族に対して暴力をふるう（ＤＶ／ド
メスティック・バイオレンス）場面を子どもの
目の前で見せる▼自尊心を傷つける言葉を繰り
返し使って傷つける

大山崎町「子育てサポーター」
養成講座を開催します

地域で支える子育ての輪
　全国的に少子高齢化が進んでいますが、大山崎町では毎年100
人以上の赤ちゃんが生まれ、それぞれの家庭で大切に育てられて
います。多くの幸せをもたらしてくれる子どもたちですが、「病
気になったらどうしよう。」、「ケガをしたらどこに連れて行った
らいいの？」、「しつけってどうしたらいいの？」など、悩みや不
安もつきません。
　インターネットや情報誌でどんなことでも簡単に調べられる時
代ですが、情報がたくさんありすぎて選択が難しく、また、調べ
た情報が自分の子どもにとっても正解だとは限りません。
　ひとり一人が違った個性を持ち、育児に共通した正解がある
わけではないと頭では分かっていても、「自分の子育ては正しい
の？」、「どうしてほかの子と違うの？」と悩み、苦しんでしまう
方も多いでしょう。そして、そんな育児のストレスが子どもたち
に向かってしまう悲しい事件も多く、ニュースで知るたびに「な
んとか助けてあげられなかったのか。」と歯がゆい気持ちになっ
た方もいるのではないでしょうか。
　育児の現場では、正解をアドバイスする人よりも、経験から不
安を和らげてくれる人が貴重だと考え、大山崎町では子育て経験
者による支援の輪を地域に広げ、子育て世代の不安を和らげるこ
とを目的とした「子育てサポーター」制度を創設することになり
ました。

「子育てサポーター」ってなに？
　「子育てサポーター」とは、子どもたちに愛情をもって接して
いただける方に、児童虐待や小児疾患などに関する講座を受講し
てもらい、実際の育児の現場で相談や支援などをしていただく制
度です。ご自身の子育ての経験や少年野球などを通して子どもを
指導した経験、保育士や教員として子どもたちとかかわった経験
のある方の参加をお待ちしています。
　子育てに関して培った経験を、子育て真っ最中で不安な気持ち
になっているお父さんやお母さんのためにいかし、地域の宝であ
る子育てにたずさわってみませんか。

平成25年度大山崎町
子育てサポーター養成講座　第１回
　全３回（予定）の講座を受講した方を「子育てサポーター」と
して認定します。
とき＝11月29日㊎　14：00から２時間程度
ところ＝中央公民館別館大研修室
講師＝仙田富久さん（町児童虐待対応専門嘱託員、元児童相談所
職員）
申込方法＝電話また直接下記まで
問・申込先＝福祉課児童福祉係　☎956－2102（内158）
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大会開催中は
交通規制がかかります

選手たちに熱い声援を

₁₁月₃₀日圡、ふるさとの街を、
小学生ランナーが走り抜ける

― 第24回乙訓地方小学生駅伝大会 ―

第二大山崎小学校代表選手

大山崎小学校代表選手
「大山崎小学校の代表として、ベストを尽くして
優勝したいです。」

大会開催中、選手が通る時間帯にコース上
の道路や交差点で交通規制がかかります。
地域の皆さんにはご迷惑をおかけします
が、ご理解、ご協力をお願いします。
とき＝₁₁月₃₀日圡午後１時₄₅分号砲（小雨
決行）
※ 予備日は₁₂月７日圡で、長岡第八小学校

の周回コースとなります
スタート地点＝大山崎小学校
ゴール地点＝向日市民体育館
主催＝向日市教育委員会、長岡京市教育委
員会、大山崎町教育委員会、乙訓地方小学
校長会、乙訓地方小学校体育連盟
問＝学校教育課　☎₉₅₆-₂₁₀₁（内₂₁₂）

　参加するのは、乙訓二市一町の全18の
小学校。６区間全9.2kmのコースを、各
学校代表の６年生の男子３人、女子３人の
チームがたすきをつなぎ、個人走の男女各
１人がふるさとの街を駆け抜けます。
　皆さん、コース沿道から熱い声援を送っ
てあげてください。

（後列左から）

藤
ふじわら

原　美
み ゆ

佑さん
後
ごとう

藤　真
ま な

奈さん
貴
き だ

田　那
な な こ

菜子さん
寺
てらやま

山　珠
たまき

樹さん

（前列左から）

中
なかじま

島　颯
そうた

太くん
石
いしだ

田　隼
はやき

己くん
玉
たまい

井　日
ひなた

向くん
森
もり

　壱
かず き

樹くん

乙訓ふるさと
ふれあい駅伝

「１位を目指して、たすきを繋ぎます。個人走で
も力を出しきって頑張ります。」

　
明
智
光
秀
や
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
、
細

川
幽
斎
、
細
川
忠
興
に
縁
の
あ
る
、

大
山
崎
町
を
含
む
10
市
１
町
で
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議
会

を
設
立
。
親
子
、
夫
婦
の
絆
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
誘
致
活
動
の
一
環
と
し
て
、

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
６
０
０
万
部

以
上
の
売
り
上
げ
を
誇
る
人
気
歴
史

漫
画
、
﹃
セ
ン
ゴ
ク
﹄
﹃
セ
ン
ゴ
ク

天
正
記
﹄
﹃
セ
ン
ゴ
ク
一
統
記
﹄

（
い
ず
れ
も
講
談
社
）
な
ど
で
知
ら

ＮＨＫ大河ドラマ誘致リレーイベント

戦国歴史漫画の舞台裏をのぞいてみませんか

れ
る
、
宮
下
英
樹
先
生
を
招
い
て
、

戦
国
歴
史
漫
画
の
舞
台
裏
に
迫
り
ま

す
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
宮
下
先
生

の
サ
イ
ン
会
も
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
当
日
午
前
11
時
か
ら
、
先
着
１
５

０
人
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。
整

理
券
で
席
を
確
保
し
た
う
え
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
は
無
料
で
す
。

と
き
＝
11
月
24
日
㊐
午
後
１
時
30
分

～
４
時
10
分
頃

※ 

午
前
11
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
し

ま
す

※ 

サ
イ
ン
会
は
午
後
４
時
30
分
～
６

時
と
こ
ろ
＝
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

ー
３
階
ホ
ー
ル

内
容 

＝
①
講
演
「
信
長
、
危
機
一

髪
！
　
︱
元
亀
元
年
の
京
都
攻

防
戦
」
福
島
克
彦
（
町
歴
史
資

料
館
館
長
）

② 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
国
歴
史
マ
ン

ガ
の
舞
台
裏
︱
﹃
セ
ン
ゴ
ク
一
統

記
﹄
宮
下
英
樹
先
生
を
お
招
き
し

て
」

司
会
：
中
西
裕
樹
さ
ん
（
高
槻
市

立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
学
芸
員
）

パ
ネ
ラ
ー
：
宮
下
英
樹
さ
ん（﹃
セ

ン
ゴ
ク
一
統
記
﹄
作
者
）、
講
談

社
編
集
者
、
福
島
克
彦
（
町
歴
史

資
料
館
館
長
）

③ 

コ
ミ
ッ
ク
ス
の
販
売
・
サ
イ
ン
会

﹃
セ
ン
ゴ
ク
﹄﹃
セ
ン
ゴ
ク
天
正

記
﹄﹃
セ
ン
ゴ
ク
一
統
記
﹄
の
販
売
。

ご
購
入
い
た
だ
い
た
コ
ミ
ッ
ク
ス

に
は
、
宮
下
先
生
の
サ
イ
ン
を
書

い
て
も
ら
え
ま
す
。

定
員
＝
先
着
１
５
０
人

関
連
イ
ベ
ン
ト

① 

企
画
展
「
戦
国
　
京
都
周
辺
の
城

を
め
ぐ
る
」

と
き
＝
～
12
月
１
日
㊐

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
２
階
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館

入
館
料
＝
一
般
３
０
０
円
、
小
中

学
生
は
無
料

② 

茶
道
サ
ー
ク
ル
「
友
あ
そ
び
」
に

よ
る
呈
茶

と
き
＝
11
月
24
日
㊐
午
前
11
時
～

午
後
３
時
頃

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　
※
一
客
５
０
０
円

問
＝
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
　
☎

９
５
６
︱
２
１
０
１
（
内
３
１
３
）

人
気
歴
史
漫
画
﹃
セ
ン
ゴ
ク
一
統
記
﹄
の
作
者
で
あ
る
宮
下
英
樹

さ
ん
を
招
き
、
戦
国
歴
史
漫
画
の
舞
台
裏
に
迫
り
ま
す
！
　
歴
史

好
き
の
方
だ
け
で
は
な
く
、　
漫
画
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

©宮下英樹/講談社

（後列左から）

中
なかまえ

前　晴
はるな

菜さん
辻
つじもと

本　桃
ももい

唯さん
山
やまがた

形　咲
さ よ

葉さん
横
よこた

田　美
はるね

音さん

（前列左から）

上
かみつぼ

坪　篤
あつひろ

大くん
山
やまもと

本　隼
しゅんや

也くん
髙
たかや

屋　憲
けんし

史くん
松
まつい

井　翔
かける

くん
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▲�平成24年度なごみの
郷での喫茶のようす

▲ �平成24年度健康福祉
まつりでの手作りお
もちゃのようす

Ｄ
Ｖ
と
は

　
Ｄ
Ｖ
と
は
親
密
な
関
係
に
あ
る
相

手
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
形
の
暴
力
で

支
配
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
加
害
者
か
ら
一
方
的
に
振
る
わ
れ

る
暴
力
は
、
犯
罪
行
為
を
含
む
重
大

な
人
権
侵
害
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

身
体
へ
の
暴
力
だ
け
で
な
く
被
害
者

が
受
け
て
い
る
暴
力
は
多
様
で
、
次

の
よ
う
な
も
の
も
暴
力
だ
と
理
解
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
は
被
害
者
が
自
分
で
被
害
に

気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
「
こ
れ

っ
て
Ｄ
Ｖ
な
の
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
は
相
談
機
関
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。Ｄ

Ｖ
の
種
類

○
精
神
的
暴
力

　  

▼
怒
鳴
る
▼
脅
す
▼
物
を
壊
す
▼

無
視
す
る

○
社
会
的
暴
力

　  

▼
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
の
内
容
▼

外
出
時
の
行
動
▼
付
き
合
い
を
制

これってＤＶかも、と思ったら

DVの相談機関に相談してください

限
、
監
視
し
て
社
会
的
に
孤
立
さ

せ
る

○
経
済
的
暴
力

　  

▼
生
活
費
を
渡
さ
な
い
▼
働
く
こ

と
を
禁
止
す
る
▼
金
銭
面
で
苦
し

ま
せ
る

相
談
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
京
都
府
内
で
主
に
相
談
で
き
る
と

こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

※
相
談
無
料

□
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
５
３
１
―
９
９
１
０

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
）

□
京
都
市
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
８
７
４
―
４
９
７
１

　 

（ 

月
〜
土
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

15
分
）

問
＝
町
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１

（
内
２
２
２
）

　
11
月
12
日
火
〜
25
日
月
は
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す

啓
発
期
間
で
す
。

　
京
都
府
で
は
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
／

家
庭
内
暴
力
な
ど
の
）
被
害
者
が
自
ら
被
害
に
気
づ
き
、
安
心
し

て
相
談
機
関
な
ど
に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
集
中
的

な
広
報
啓
発
活
動
を
行
う
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

12
月
３
日
㊋
～
９
日
⺼
は
障
が
い
者
週
間

福
祉
街
頭
啓
発
と
映
画
の
上
映
を

行
い
ま
す

【
街
頭
啓
発
】

授
産
製
作
品
な
ど
、
啓
発
物
品
を
配

布
し
ま
す
。

と
き
＝
12
月
３
日
火
午
前
11
時
〜
正

午と
こ
ろ
＝
▼
大
国
屋
前
▼
ラ
ブ
リ
ー

円
明
寺
／
円
明
寺
郵
便
局
前

【
福
祉
映
画
上
映
会
】

　
上
映
に
先
だ
っ
て
、
町
の
手
話
通

訳
者
に
よ
る
ミ
ニ
手
話
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

と
き
＝
12
月
５
日
木

（
午
後
１
時
開
場
）

午
後
１
時
15
分
〜
１
時
30
分

／
ミ
ニ
手
話
教
室

午
後
１
時
35
分
〜
３
時
40
分

／
映
画
上
映

と
こ
ろ
＝
な
ご
み
の
郷
２
階
介
護
者

教
室上

映
映
画
＝
学
校
Ⅱ

　
高
等
養
護
学
校
を
舞
台
に
、
重
い

障
が
い
を
持
つ
生
徒
と
軽
い
障
が
い

を
持
つ
生
徒
の
交
流
・
葛
藤
、
就
職

問
題
な
ど
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の

３
年
間
の
で
き
ご
と
を
描
い
た
作

品
。

※
本
編
１
２
２
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
お
越
し
い
た
だ

け
ま
す

定
員
＝
50
人
（
先
着
順
）

障
が
い
者
週
間
に
合
わ
せ
て
、
街
頭
啓
発
と
福
祉
映
画
上
映
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
改
め
て
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

�

問
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
５
３
）

楽しい催しが盛りだくさん！

11月3日祝は、役場周辺へお越しください
お
お
や
ま
ざ
き
産
業
ま
つ
り

①
商
工
会
サ
ン
ク
ス
・
フ
ェ
ス
タ

（
創
立
20
周
年
記
念
事
業
）

　
問
＝
大
山
崎
町
商
工
会

　
☎
９
５
６
―
４
６
０
０

②
い
き
い
き
農
業
ま
つ
り

　
問
＝
町
経
済
環
境
課（
内
２
４
３
）

③
Ｊ
Ａ
京
都
中
央
　
大
山
崎
支
店

　
問
＝
町
経
済
環
境
課（
内
２
４
７
）

④
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

　
問
＝
町
経
済
環
境
課（
内
２
５
５
）

⑤
消
費
生
活
展

　
問
＝
町
経
済
環
境
課（
内
２
４
７
）

⑥�

天
王
山
周
辺
森
林
整
備
事
業
に
係

る
Ｐ
Ｒ

　
問
＝
町
経
済
環
境
課（
内
２
５
５
）

⑦
計
量
検
定
事
業
紹
介

　
問
＝
町
経
済
環
境
課（
内
２
４
７
）

健
康
福
祉
ま
つ
り

①
健
康
フ
ェ
ス
タ

　
問
＝
町
健
康
課
（
内
１
３
２
）

②
食
育
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
問
＝
町
健
康
課
（
内
１
３
２
）

③�
福
祉
団
体
に
よ
る

　
物
品
販
売
＆
バ
ザ
ー

　
問
＝
町
福
祉
課
（
内
１
５
３
）

④�

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
問
＝
町
福
祉
課
（
内
１
５
３
）

⑤�

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
な
ご
み
の
郷
の
催
し

　
問
＝
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
９
５
７
―
４
１
０
０

⑥
長
寿
苑
文
化
祭

　（
２
日
土
に
も
開
催
）

　
問
＝
長
寿
苑

　
☎
９
５
７
―
１
８
６
０

大
山
崎
町
文
化
の
つ
ど
い

　
▼
大
山
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

▼
京
都
西
山
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
演

奏
▼
生
涯
学
習
課
各
種
事
業
展
示
発

表
▼
社
会
教
育
関
係
団
体
活
動
発
表

▼
小
中
学
校
作
品
展
▼
一
般
住
民
の

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
▼
エ
ゴ
マ
カ
フ

ェ
▼
お
茶
席
▼
地
域
文
庫
「
こ
ど
も

の
へ
や
」
▼
刑
務
所
作
業
製
品
の
展

示
即
売
会
▼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
▼
省

エ
ネ
相
談
会

問
＝
中
央
公
民
館

☎
９
５
７
―
１
４
２
１

明
る
い
選
挙
啓
発
コ
ー
ナ
ー

問
＝
町
総
務
課
（
内
３
２
１
）

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
啓
発

コ
ー
ナ
ー

問
＝
町
総
務
課
（
内
３
２
１
）

住
民
フ
ェ
ス
タ

問
＝
町
企
画
財
政
課
（
内
３
１
３
）

京
都
府
向
日
町
警
察
署
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー

問
＝
町
企
画
財
政
課
（
内
３
１
３
）

阪
急
バ
ス
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

問
＝
町
企
画
財
政
課
（
内
３
１
５
）

府
域
を
む
す
ぶ

地
域
交
流
事
業

問
＝
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
乙
訓
地

域
総
務
室

☎
９
２
１
―
０
１
８
２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

誘
致
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

問
＝
町
企
画
財
政
課
（
内
３
１
３
）

消
防
フ
ェ
ア

問
＝
大
山
崎
消
防
署
庶
務
予
防
課
予
防

係☎
９
５
６
―
０
１
１
９

西
日
本
高
速
道
路

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

問
＝
町
建
設
課
（
内
２
５
０
）

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
広
報
お
お
や
ま
ざ
き
10
月
号
ま
た
は
新
聞
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

と
き
＝
11
月
３
日
祝
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
＝
役
場
周
辺

問
＝
役
場
代
表
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１

注
意
！

ま
つ
り
当
日
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

※ 
自
転
車
や
バ
イ
ク
で
来
場
す
る
場
合
は
、
駐
輪
場（
名
神
高
架
下
）が

あ
り
ま
す
。
う
ぐ
い
す
号（
長
寿
苑
送
迎
バ
ス
）は
平
常
通
り
運
行
し

ま
す
。
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Relax
中央公民館図書室だより
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Fire Department
消防ひろば　☎956-0119　 957-0999
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防
ひ
ろ
ば

□
　
シ
リ
ー
ズ
防
災

□
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だ
よ
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□
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話
題  Tow
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□
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□
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　M
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11月28日木11月の
月末整理日

図書の貸出
・返却時間 

平日 10:00～16:45
土日祝 10:00～16:15

☎957－1421図書室
（公民館内）

　図書室の休室日や時間外の場合、
中央公民館入口の青いブックポスト
に本を返却してください。ほかの図
書館から借りた本は傷まないよう、
紙袋やビニール袋に入れてください。
ただし、図書室開室時間中は必ずカ
ウンターに返却してください。
　ブックポストの中の本の返却処理
ができず、貸出冊数がオーバーする
と、新たな貸出ができなくなるおそ
れがあります。

ブックポストの利用について

伝え方の教科書

「わかってもらえな
い」、「話が噛み合わ
ない」―こんなスト
レスから解放された
くありませんか？　
相手からポジティブ
な反応が返ってく
る、“伝え方の法則”
とは？

木暮太一／著
ＷＡＶＥ出版

からすのてんぷらやさん

『からすのパンやさ
ん』の40年ぶりの
続編。レモンさんと
オモチくんは、火事
でお店を失ったてん
ぷらやさんを励まそ
うと秘伝のてんぷら
作りを習うことに
…。

かこさとし／作・絵
偕成社

不格好経営
� 南場智子／著　日本経済新聞出版社
ジヴェルニーの食卓
� 原田マハ／著　集英社
島はぼくらと
� 辻村深月／著　講談社
英語で読む世界昔ばなし　Book ２
� ベンジャミン・ウッドワード／編
� ジャパンタイムズ

たまごがいっぱい（新王さまえほん）
� 寺村輝夫／原作　理論社
フェリックスとゼルダその後
� モーリス・グライツマン／著　あすなろ書房
都会のトム＆ソーヤ　11（上・下）
� はやみね　かおる／著　講談社
暗号クラブ　２　ゆうれい灯台ツアー
� ペニー・ワーナー／著
� メディアファクトリー

一般書 児童書

シリーズ
救急救命最前線

₁₁
月
９
日
は

「
１
１
９
番
の
日
」

　
消
防
は
１
１
９
番
通
報
が
入
る
と
、
直

ち
に
消
防
署
か
ら
消
防
車
や
救
急
車
を
出

動
さ
せ
ま
す
。
▼
火
災
か
救
急
か
▼
場
所

は
ど
こ
な
の
か
▼
ど
ん
な
状
態
な
の
か
な

ど
、１
１
９
番
の
通
報
時
の
や
り
取
り
が
、

私
た
ち
の
最
初
の
貴
重
な
情
報
源
。
慌
て

ず
、
通
信
員
の
誘
導
に
し
た
が
っ
て
１
１

９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
９
日
土
〜
15
日
金
は

秋
の
火
災
予
防
運
動・

　
　
　
山
火
事
防
火
運
動

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
は
、
11
月
９
日
か

ら
１
週
間
、
実
施
し
ま
す
。
乙
訓
消
防
組

合
で
は
、
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め

の
山
火
事
防
火
運
動
も
行
い
ま
す
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

《
３
つ
の
習
慣
》

▼
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。

▼ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▼ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

《
４
つ
の
対
策
》

▼ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▼ 

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

▼ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

▼ 

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

※ 

消
防
署
で
は
年
間
を
通
し
て
、
防
火
の

相
談
や
町
内
会
・
自
治
会
に
対
す
る
消

火
実
験
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に

▼ 

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い
。

▼ 

た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完
全

に
消
火
す
る
。

▼ 

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
な
ど

は
控
え
る
。

▼ 

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
絶
対
に
し
な

い
。

▼
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

▼
火
入
れ
の
許
可
を
必
ず
受
け
る
。

《
お
願
い
》

　
た
き
火
な
ど
の
、
火
災
と
紛
ら
わ
し
い

煙
ま
た
は
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

行
為
を
実
施
す
る
と
き
は
、
前
日
ま
で
に

消
防
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習

　
▼
心
肺
蘇
生
法
（
人
口
呼
吸
、
胸
骨
圧

迫
）
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
▼
止
血
法
▼
そ

の
ほ
か
応
急
手
当
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
受
講
無
料

と
き
＝
12
月
15
日
日
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
＝
長
岡
京
消
防
署
３
階
講
堂

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
＝
11
月
25
日
月
〜
12
月
13
日
金

申
込
方
法
＝
受
講
申
込
書
（
消
防
署
に
置

い
て
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
左
記
ま
で
。

問
・
申
込
先
＝
大
山
崎
消
防
署
救
急
係

消
防
本
部
救
急
課

☎
９
５
３
―
６
０
３
９

救急現場からのメッセージや、
救急症例などを紹介します。

やけどにご注意

　寒くなるにつれ火を使う機会が増えて、熱
湯をひっくり返すなどの事故が多く起こるよう
になります。カイロのような比較的低い温度の
ものでも、同じ場所で長時間触れているとお
こる、低温やけどにも注意が必要です。

―症状は？
　やけどの範囲が狭く、赤くなったりはれたり、
痛みだけの症状であれば数日で治ります。し
かし、範囲が広く深いものでは、皮膚の症状
のほかに血圧低下やショック症状などさまざま
な全身症状が現れます。

―生命の危険度
　やけどの面積と深さによって決まります。
　成人では、やけどの面積が20％以上でショ
ック症状、40％以上で生命の危険があります。
乳幼児や老人では10％以上でショック症状、
30％以上で生命の危険があります。
※�手のひらの大きさで約１％。乳幼児の体表面積の10％は、大

人の手のひら２つ分に相当

―やけどをしたら
①流水ですぐに冷やす。（15～30分間）
②�無理に衣服を脱がせない。（水疱が破れるこ
とがあります）

③子どもや高齢者は体温の低下に注意する。
④できるだけ早めに医師の診察を受ける。

vol.6

円明寺地区で防災訓練
　町では、災害時に住民の皆さんが
適切に避難できるように、防災避難
訓練を実施します。訓練当日は▼広
報車の巡回放送▼サイレン▼町防
災・防犯メール送信などで訓練用の
避難勧告発令をお知らせします。
とき＝１１月１７日日１０：００頃～１２：３０頃
ところ＝第二大山崎小学校
対象＝円明寺地区（山寺町内会以北）
の土砂災害危険箇所付近に在住、か
つ事前に参加票で申し込んだ方
※�参加票は自治会などを通して、対
象区域の皆さんに配布しました

大山崎町防災避難訓練を実施します！
　９月に接近した台風18号をはじめ、全国各地で記録的な大雨による災害が発生しています。災害時は、安
全な場所へ早く適切に避難することが何よりも大切です。

▲桂川はいつはん濫してもおかしくない状況でした

内容
○�避難行動訓練（自宅～一時避難所
～第二大山崎小学校体育館）
○�避難所運営訓練（福祉コーナーや
仮設トイレの設置など）
○炊き出し訓練（豚汁の炊き出し）

９月16日、台風18号による
避難指示を発令しました
　９月１６日５：０５。台風１８号の接近に
伴う大雨により、大山崎町を含む府
内市町村に、全国初の特別警報（大
雨）が発表されました。桂川がはん
濫する危険が非常に高まったため、
町では、ＪＲ線路以東の地域に発令

していた避難勧告を、５：３０に避難指
示に引き上げ、町の防災・防犯情報
メール（広報裏面のカレンダーに登
録方法を掲載）や広報車で巡回して
お知らせしました。
　町が開設した▼大山崎小学校▼第
二大山崎小学校▼大山崎中学校▼大
山崎ふるさとセンターの４カ所の避
難所には、約2,000人の方が避難。
　幸い、町内では大きな被害はあり
ませんでしたが、桂川ははん濫危険
水位を超え、非常に危険な状況でし
た。町では今回の災害対応を検証し、
今後の防災対策にいかしていきます。

全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は

　
心
の
警
報

　
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

（国土交通省提供）
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役場代表☎９５６－２１０１  ９５７︲１１０１　保健センター☎９５３－３４３０  ９５３︲７３３５　老人福祉センター「長寿苑」☎・ ９５７－１８６０
社会福祉協議会☎９５７－４１００  ９５４︲４４００　福祉センター「なごみの郷」☎９５７－４１００  ９５４︲４４００

　中央公民館☎９５７－１４２１  ９５２︲２８４６　町体育館☎９５６－０５６７  ９５６︲０５６６　歴史資料館☎９５２－６２８８  ９５２︲６２８９
大山崎ふるさとセンター☎９５６－２３１０  ９５２︲６２８９　大山崎消防署☎９５６－０１１９  ９５７︲０９９９

このコーナーは24ページから始まります

生ゴミ処理機購入の方に
補助金

　町では、生ゴミ処理機を購入して
ゴミの減量に取り組む方に補助金を
交付しています。申請して、町から
補助の通知が出た後に商品を購入し
てください。
※�申請受付順に交付。予算限度額に
達した時点で締切。補助金交付決
定前に購入したものは対象外
補助金額＝機器購入価格の１/２
※�上限２０，０００円、購入金額が５，０００
円未満のものは対象外
対象＝次の要件すべてに該当する方
○�大山崎町民
○�大山崎町内で処理機を利用する
○�過去５年以内に当制度の補助を受
けていない世帯
申請期間＝１１月１日金～平成２６年２
月２８日金の平日９：００～１７：００
※�昼休みにお越しになる場合は、事
前にご連絡ください
申請方法＝▼申請書▼印鑑▼見積書
（店印が押印されているもの。レシ
ート不可）▼カタログ（写しでも可）
を下記まで持参。（郵送不可）
※�申請書は役場２階経済環境課に置
いてあるもの、または町ホームペ
ージから印刷
問・申請先＝経済環境課清掃環境係
（内２４５）

成人式の対象者へ案内ハガキ
を発送します

　町教育委員会では、平成２５年度成
人式の対象となる皆さんへ、１１月下
旬ごろに案内ハガキを発送します。
町外に住民票を移した対象者の方に
は発送しませんが、条件を満たす方
は式に参加することができます。
成人式開催日＝平成２６年１月１３日
対象＝平成５年４月２日～平成６年
４月１日生まれの方
※�１１月１５日現在、大山崎町に住民票

を有している方に限る
町外者参加条件＝次の要件をすべて
満たす方は下記のとおりお申し込み
ください。
○�平成５年４月２日～平成６年４月
１日生まれの方
○�本町に以前、住民票があった
申込期限＝１１月１５日金
申込方法＝役場２階２４番窓口生涯学
習課まで直接または電話で下記まで。
問＝生涯学習課（内２２２）

資源ゴミ収集日の変更に
ついて

　円明寺地域の松田橋西詰資源ゴミ
ステーションでの収集日は、現在、
月２回全種類の収集だけとなってい
ます。しかし、近隣の住宅団地の入
居により住民の数が増えたため、１１
月からは「容器包装プラスチックの
み」の収集についても月２回するこ
とになりました。１１月～３月の収集

大山崎中学校　体育大会

チームワークでつかむ勝利
　残暑厳しく、蒸し暑い中で行われた体育大会。観戦
する保護者の皆さんの汗も止まりません。
　赤白青黄の４チームに分かれ、色別対抗リレーや障
害物競走などで大盛り上がり。校舎の壁面には美術部
の皆さんが制作した、ワシの描かれたポスターが掲げ
られ、体育大会を華やかに彩りました。
　体育大会一番の見せ場であるムカデ競争では、全学
年の全クラスが転ぶことなくゴール。練習の成果を本
番で発揮しました。
　一日中、全力で戦った中学生たち。表彰式では、日
焼けしたまぶしい笑顔を見せてくれました。

大山崎町商工会青年部 天下分け目の泥んこドッジボール大会サントリーウイスキー山崎・TVコマーシャルの舞台を訪ねて

泥だらけの激闘CMの舞台を探して
　９月16日に予定していた泥んこドッジボール。台
風で延期になりましたが、この日に無事開催できまし
た。名神高架下多目的広場を受付にして、すぐそばの
田んぼが会場。ドッジボール大会だけでなく、一般参
加が可能な鬼ごっこや泥んこビーチフラッグも同時開
催されました。
　会場にはウォータースライダーのような滑り台も登
場。子どもたち以上に、なかなか泥だらけになって遊
ぶ機会のないお母さんやお父さんたちも楽しそうに遊
んでいました。
　通りがかりの人も「なにこれ！」と足を止め、沿道
から田んぼに向かって、たくさんの歓声を送ってくれ
ました。

　町と大阪府島本町の主催で行われたイベント。サン
トリーのＴＶコマーシャル『山崎蒸溜所「なぜ、この
場所なのか。」』篇に登場する宝積寺をはじめとした風
景を、参加者の足で歩き発見し、撮影するという企画
です。
　それぞれのスポットには、大山崎ふるさとガイドの
皆さんや島本町の観光ガイドの皆さんが立ち、その場
所の歴史や史跡について説明してくれました。
　今回、参加したのは26人。参加者同士で、「ここか
な？」と場所と角度を確認し、試行錯誤しながら撮影
する姿が見られました。

9 12

99 2828

日は下記の通りです。

※�すべて火。ただし、２月１０日月を
除く
問＝経済環境課清掃環境係（内２４５）

事業主の皆さんへ
労働保険の加入は済んでいますか？

　労働保険とは、労災保険と雇用保
険の２つをあわせた保険のことをい
います。労働者をひとりでも雇用し
ていれば、労働保険に加入する必要
があります。事業主は必ず成立手続
（加入手続）を行ってください。
問＝京都労働局労働保険徴収課
☎２４１︲３２１３

避難支援プラン登録について―災害時の安否確認と避難支援―

　毎年、台風や地震による自然災害が全国各地で大きな爪痕を残しています。
今年９月には台風１８号が日本列島を襲い、京都府でも各地に大きな被害をも
たらしました。
　町ならびに町社会福祉協議会では、災害発生時に避難支援が必要な方の支
援に役立てるための「避難支援プラン」の作成をすすめています。プランへ
の登録を希望する方は、問い合わせ先までご連絡ください。
登録対象
①�７０歳以上で一人暮らしの方
②�高齢者世帯（７０歳以上および１８歳未満の方のみで構成される世帯）の方
③�身体障害者手帳（１～３級）をお持ちの方
④�療育手帳（ＡまたはＢ）をお持ちの方
⑤�精神障害者保健福祉手帳（１～３級）をお持ちの方
⑥�介護保険（要介護認定１～５）の方
⑦�そのほか登録を希望する方
共有範囲＝登録いただいた個人情報は▼大山崎町▼大山崎町社会福祉協議会
▼大山崎町民生児童委員協議会▼自主防災組織▼町内会・自治会▼消防団の
うち、必要と思われる機関内で共有します。
※�個人情報を目的外で使用することはありません
問＝町社会福祉協議会、町福祉課社会福祉係（内１５３）

全種類 プラのみ
11月 12日・26日 ５日・19日

12月 10日・24日 ３日・17日

１月 14日・28日 ７日・21日

２月 10日・25日 ４日・18日

３月 11日・25日 ４日・18日
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ミュー阪急桂５階で年金相談
をはじめます

　日本年金機構は、京都西年金事務
所での年金相談の混雑緩和を図るた
め、阪急桂駅に直結するミュー阪急
桂（EAST）の５階に「街角の年金
相談センター京都（オフィス）」（京
都市西京区桂野里町１７番地）を平成
２５年１１月１５日金にオープンします。
　運営は、全国社会保険労務士会連
合会に委託しており、社会保険労務
士会連合会のスタッフが対応します。
※�相談無料
相談時間＝月～金８：３０～１７：１５
主な相談内容
○�公的年金の受給に関する相談、年
金見込額の試算

○�年金請求書、住所変更などの諸変
更届の受付

○�▼源泉徴収票▼支払通知書▼年金
証書▼改定通知書などの再交付受
付

　※再交付については、後日郵送
○�「ねんきん定期便」などの年金加
入記録の相談

持物＝基礎年金番号がわかるもの
（年金手帳など）、身分証明書（本人
確認ができる書類）
※�本人以外が相談を受ける場合は、
▼委任状▼印鑑▼代理人の方の身
分証明書が必要

問・申込＝京都西年金事務所　
☎３２３－１１７０

薬物乱用は
「ダメ。ゼッタイ。」

　薬物乱用は周囲の人から誘われて、
好奇心や興味本位で手を染めるケー
スが多く見られます。
　「やせられる」、「気分がよくなる」
などの甘い誘い文句や覚せい剤をエ
ス、スピードなどと呼んで、乱用薬
物だとわからないように誘われるこ
ともあります。薬物乱用に対する理

解を深め、絶対に手を出さないとい
う自覚が大切です。
問＝乙訓保健所環境衛生室　
☎９３３－１２４１

毒物・劇物の取り扱いには
注意してください

　毒物、劇物は農薬や燃料など、身
近な場所で使用されていますが、吸
ったり触ったりして中毒症状を起こ
すこともあります。取り扱い方を間
違えると、重大な被害をもたらす場
合もあるので、十分に注意してくだ
さい。次のことを守り、正しく使用、
管理、廃棄してください。
○�正しい使用方法を守る
○�盗難にあわないよう、鍵のかかる
専用の保管庫に入れ、毒物や劇物
以外のものと一緒に保管しない

○�保管庫は簡単に壊されないよう、
鉄製などしっかりとした材質のも
のにする

○�容器、保管場所には「医薬用外毒
物」または「医薬用外劇物」と表
示する

○�飲食物の容器には、絶対に入れ替
えない

○�廃棄は決められた方法で行う
○�常に在庫を確認し、盗難または紛
失の際はすぐに警察に通報する

○�毒物や劇物を飛散、流出させて住
民への危害が生じると考えられる
場合は、すぐに保健所、警察署ま
たは消防機関に通報する

問＝乙訓保健所環境衛生室　
☎９３３－１２４１

「くらしの資金」を
お貸しします

貸付対象＝病気や失業、不慮の事故
などで経済的に困窮し、生活が立ち
行かなくなる恐れがあるものの、こ
の貸付によって自立更生が可能であ
ると認められる世帯
※�生活保護世帯を除く

貸付限度額＝１世帯１０万円以内
償還方法＝２年以内（据置期間４カ
月）
※�無利子、無担保、無保証人
受付期間＝１１月５日火～１１日月
問・相談＝社会福祉協議会

右京税務署からのお知らせ

　右京税務署では、給与の支払いを
する方のために年末調整説明会を行
います。事前に送付する「年末調整
のしかた」などの説明書をお持ちく
ださい。
※�駐車場はありません。電車やバス
などをご利用ください

とき＝①１１月２１日㊍１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：３０
②�１１月２２日金１３：００～１５：００
ところ＝①京都府中小企業会館２階
大ホール（右京区西院東中水町１７）
②�長岡京市立中央公民館市民ホール
問＝右京税務署　☎３１１－６３６６

悪質な水道工事業者に
ご注意ください

　給水装置に関する工事や、宅地内
の漏水修繕工事を行うときは、必ず
町指定の工事業者に依頼してくださ
い。町指定の工事業者については、
上下水道課までお問合せください。
また、町では次のようなことは行っ
ていませんので、ご注意ください。
○�お客さまからご依頼のない水質検
査

○�蛇口などの器具類や浄水器の交換、
販売、あっせん

○�水道メータの交換代金や水質検
査・漏水調査代金の請求

○�給水管・排水管・宅地内のます・
下水溝などの洗浄

問＝上下水道課業務・府営水道係
（内２６３・２７２・２７３）

わくわくサタデーナイト

とき／ところ
１１月２日／第二大山崎小学校
１６日／町体育館
いずれも土１８：００～２０：００
種目＝卓球、バドミントンなど
※�会場によって種目が異なります
対象＝町内に在住または在勤の方
参加費＝小学生１００円、中学生以上
２００円
※�申込不要、当日会場で受付
※�わくわくクラブおおやまざき会員
の方は会員証をご持参ください
問＝わくわくクラブおおやまざき
（町体育館内）

長寿苑ビリヤード大会

　ビリヤードの好きな方、長寿苑に
お集まりください。応援観戦も歓迎
です。
※�参加無料、参加賞あり
とき＝１１月２６日火９：４５～１５：００
ところ＝長寿苑訓練室
対象＝町内に在住の６０歳以上の方
申込期限＝１１月１５日金
問・申込先＝長寿苑

募集
Wanted

自衛官（陸上自衛隊高等工科学
校生徒）を募集します

　詳細は問い合わせ先まで。自衛隊
各駐屯地や各基地などでも案内をし
ています。
種目／受付期間
①�推薦／１１月１日金～１２月６日金
②�一般／１１月１日金～平成２６年１月
１０日金
試験日
①�平成２６年１月１１日土～１３日 のい
ずれか１日

②�１次試験／平成２６年１月１８日土、
２次試験／平成２６年２月１日土～
４日火のいずれか１日
対象
①�平成２６年４月１日現在、１５歳～１６
歳の男子で、中学校卒業者または
中等教育学校の前期課程修了者。
（卒業見込み、修了見込みを含む）
②�①の条件を満たし、かつ中学校長
か中等教育学校長の推薦を受けた
方。
問・受付先＝自衛隊京都地方協力本
部　☎２１１－３４７１
http：//www.ｍod.ｇo.jp/pｃo/kｙoto/

留守家庭児童会（学童保育）の
臨時指導員を募集

　子どもの保育に熱心な方を求めて
います。学童保育は、仕事などの事
情で昼間に保護育成が受けられない
小学１年～４年生の児童に、遊びや
生活の場を提供しています。
　臨時指導員として登録してもらい、
勤務日は留守家庭児童会と登録者で
調整しながら決定します。なお、高
校生以下の方は申し込みできません。
勤務時間＝平日１３：００～１８：００、土
１１：３０～１８：００
※�春・夏・冬休み期間中は、勤務時
間が変更
勤務先＝各町立小学校敷地内の施設
賃金＝時給９２０円
申込方法＝市販の履歴書に必要事項
を記入し、写真を貼って役場２階生
涯学習課（２４番窓口）まで持参。（郵
送不可）
問＝生涯学習課（内２２２）

お知らせ
Information

飼い犬に狂犬病予防注射を
受けさせてください 

　生後９１日以上の犬は、必ず年１回
受けなければなりません。注射した

犬には、狂犬病予防注射済票をお渡
しします。
ところ
○�動物診療施設（︵社︶京都府獣医師
会指名獣医師）
○�町で実施する集合注射（４月～５
月頃に１回、２日間４会場で実施）
費用＝狂犬病予防注射済票交付手数
料：５５０円
※�そのほか注射料金２，６５０円が必要
問＝経済環境課清掃環境係（内２４５）

京都府最低賃金を
₁₄円引き上げ

　京都府最低賃金（地域別最低賃金）
が今年の１０月２４日から１４円引き上げ
られ、７７３円に改正されました。京
都府下の事業所で働くすべての労働
者（パート、アルバイトを含む）お
よびその使用者が対象です。
　なお、最低賃金には次の賃金は算
入されません。
除外賃金＝▼精・皆勤手当、通勤手
当、家族手当▼時間外・休日および
深夜手当▼臨時に支払われる賃金▼
１カ月を超える期間ごとに支払われ
る賃金
問＝京都労働局労働基準部賃金室　
☎２４１－３２１５

平成26年度中央公民館
サークル登録説明会

　平成２６年度に中央公民館の利用を
希望するサークルの方を対象に、説
明会を開催します。継続して利用す
るサークルだけでなく、平成２６年度
から新規に利用を希望するサークル
の方も必ずご参加ください。説明会
の当日、登録用紙を配布します。
※�１サークル１人。欠席する場合は
事前にご連絡ください
とき＝１２月７日土１０：００～
ところ＝中央公民館別館大研修室
問＝中央公民館
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公民館講座
自然ものづくり教室

　植物にふれ、匂いや手触りの違い
を確かめよう。拾った木の枝や、葉
を使ってリースを作ります。
とき＝１２月７日土９：３０～１２：００
対象＝小学１年生～６年生
※�１年生～３年生は保護者同伴
定員＝２０人（先着順）
参加費＝３００円
持物＝▼筆記用具▼軍手▼エプロン
講師＝天王山自然クラブ　山本和俊
さん
申込期間＝１１月１日金～８日金
申込方法＝▼住所▼氏名▼性別▼学
年▼保護者の有無▼連絡先を電話で
下記まで。
問・申込先＝中央公民館（月休館）

電池手づくり教室のお知らせ

　手作り乾電池キットを使い、電池
作りや実験などを体験できます。
とき＝１２月２日月１０：００～１１：３０
※�参加無料
ところ＝中央公民館本館ホール
講師＝日立マクセル（株）の皆さん
対象＝町内に在住の小学１年生～６
年生
※�１年生～３年生までは保護者同伴
定員＝３０人（先着順）
申込方法＝１１月１日金～８日金に▼
氏名▼学年▼電話番号を直接または
電話で下記まで。
問・申込先＝中央公民館（月休館）

ガラス工芸教室
オリジナルガラス製品作り

開催時間＝A　９：１５～１２：００、
B　１３：１５～１６：００
※�要申込
�■キルン
　��とき＝１２月１日日（A・B）、８日
日（B）、１５日日（B）

　対象＝小学４年生以上の方
　費用＝５００円
　定員＝各１０人
�■サンドブラスト
　��とき＝１２月８日日（A）、１５日日
（A）
　対象＝小学生以上の方
　費用＝５００円
　定員＝各１０人
　��持物＝透明で表面に凹凸のないガ
ラス製品を２～３個

（どちらも）
注意！＝小学生は保護者同伴。乙訓
二市一町のいずれかに在住していな
い方は、参加料が２割増
申込方法＝月～金、または教室開催
日の９：００～１７：００に電話で下記まで。
問＝クリーンプラザおとくに（乙訓
環境衛生組合）リサイクル推進課　
☎９５７－６６８６

介護予防健康講座
「秋の歩こう会」

　秋の紅葉を見ながら、公園内を一
緒に散策しませんか。
とき＝１１月１４日㊍
※雨天の場合、１１月２１日㊍に延期
ところ＝京都府立植物園
集合＝長寿苑　９：２５
対象＝町内に在住の６０歳以上の方
持物＝▼弁当▼お茶▼敷物▼雨具
参加費＝１，０５０円
※�７０歳未満の方は別途入園料２００円
が必要

申込期限＝１１月６日水
問・申込先＝長寿苑

相談
Consultation

行政書士による
暮らしと事業の行政相談会

テーマ＝▼相続・遺言▼公正証書▼
契約書▼示談書▼内容証明▼法人設
立▼建設業許可▼車庫証明など

とき＝１１月２１日㊍１３：３０～１６：３０
※�毎月第３㊍
※�申込不要、相談無料
受付場所＝役場３階企画財政課
（３２番窓口）
問＝企画財政課秘書広報係（内３１２）

京都弁護士会弁護士による
無料法律相談

　家、土地、相続などとくに内容は
問いませんので、気軽にご相談くだ
さい。
とき＝１１月１５日金１３：３０～１６：３０
※�１人２０分程度、予約制
ところ＝役場３階企画財政課（３２番
窓口）
対象＝町民
申込方法＝１１月１１日月９：００以降に直
接または電話で下記まで。
問・申込先＝企画財政課秘書広報係
（内３１２）

障がいのある方の生活相談
（身体・知的・精神）

　友人関係、生活リズムなど、どん
なことでもご相談ください。
とき＝１１月１３日水１３：３０～１５：３０
ところ＝保健センター
相談員＝地域活動支援センター「ア
ンサンブル」の職員
問＝福祉課社会福祉係（内１５５）

スポーツ
Sports

町民グラウンドゴルフ大会

　皆さんお誘い合わせのうえ、多数
ご声援ください。
とき＝１１月２３日 ９：００～受付、９：３０
～開会式（雨天延期）
ところ＝大山崎中学校
主催＝町体育協会
問＝町体育協会事務局（町体育館内）

第₂₈回　こどもと親の集い
みんなで歌おう友だちのわ

とき＝１１月８日金１０：３０～１２：００
（１０：００～受付）
ところ＝中央公民館本館ホール
内容＝ピアノの弾き語りと手遊びな
ど
対象＝未就学児とその親
申込方法＝▼住所▼氏名▼電話番号
▼子どもの名前、性別、年齢を電話
で下記まで。
主催＝大山崎町民生児童委員協議会
子ども未来部会
問・申込＝福祉課（内１５９）

ピアサポーター
なんでもおしゃべり会

　「ピア」は“仲間”という意味。
障がい当事者（肢体不自由）が、同
じ目線、平等な立場で話を聞き、同
じように障がいをもつ人の心をサポ
ートします。気軽におしゃべりにお
越しください。
とき＝１１月２１日㊍１３：３０～１５：３０
ところ＝役場１階第１会議室
問＝福祉課社会福祉係（内１５３）

阪急電鉄「西山天王山駅」
開業記念スタンプラリー

　天下分け目の天王山。歴史スタン
プラリーを開催します。ゴール後の
抽選で、賞品ゲットのチャンスです。
※�参加無料、申込不要。小雨決行
とき＝１２月２１日土９：００～１５：３０
受付＝西山天王山駅西口　９：００～
１０：３０
※�天王山ののぼりが目印。先着
１，０００人にスタンプ台紙と地図を
配布。受付後、随時個別で出発
ゴール＝大山崎ふるさとセンター
１５：３０まで
行程（概要／約７㎞）
西山天王山駅～小倉神社～天王山山
頂～酒解神社～宝積寺～アサヒビー

ル大山崎山荘美術館～観音寺～離宮
八幡宮～歴史資料館
問＝町経済環境課　天王山歴史スタ
ンプラリー係（内２４０）
大山崎町商工会　天王山歴史スタン
プラリー係　☎９５６－４６００

「ゆめほっぺ」からのご案内

① 絵本の読み聞かせ
　とき＝１１月６日水１１：００～１１：１５
② ベビーマッサージ（要予約）
　とき＝１１月１３日水１０：３０～１１：３０
　��持物＝▼バスタオル▼ハンドタオ
ル▼ベビーオイル

③ みんなでランチ
　とき＝１１月１４日㊍、２２日金
　１２：００～１３：００
ところ＝①③ゆめほっぺ　②中央公
民館別館和室
※�１０月２９日火から中央公民館でのゆ
めほっぺを再開しています
対象＝未就学児とその保護者
問・申込＝児童福祉係
（内１５７・１５９）

乙訓親まなびフォーラム

　参加無料ですが、事前に申込みが
必要です。詳細は下記、ホームペー
ジをご覧ください。
とき＝１１月２４日日１２：５０～１６：００
ところ＝京都府立西乙訓高等学校
内容
○�講演「創造的想像力を育む」
　��内田伸子さん（筑波大学常勤監事、
お茶の水女子大学名誉教授、学術
博士）
○�親まなび講座
○�子どもふれあい広場（小学生対象）
※�保育ルームあり（要事前申込）
申込方法＝電話またはチラシに必要
事項を記入し、下記まで。
問・申込＝乙訓教育局　☎９３３－５１３０
http：//www.kｙoto︲ｂe.ne.jp/otokuni︲k/ｃｍs/

講座・教室
Lecture

パン作り教室
ぶどうパンを作ろう！

　はじめての方でもおいしく焼けま
す。計量から焼き上げまで体験でき
ます。
と き ＝ ①１１月２６日 火　 ②２９日 金　
１０：００～１３：００
※�どちらも同じ内容です
ところ＝中央公民館別館料理講習室
定員＝１２人（先着順）
参加費＝３００円
講師＝北順子さん（ABCクッキン
グスタジオブレッドライセンス）
持物＝▼エプロン▼手拭きタオル▼
筆記用具▼ふきん２枚▼（あれば）
カメラやビデオ
申込方法＝１１月１日金～８日金に▼
住所▼氏名▼電話番号を直接または
電話で下記まで。
問・申込先＝中央公民館（月休館）

人としての終い方・あるいは結び方
“終活”ってなに？

　自分らしく生き、逝くために、自
分の気持ちをちゃんと家族に伝える
ためのエンディングノ－トの書き方
やそのために必要な制度や準備など
を学びます。
とき＝１１月１６日土１０：００～
ところ＝中央公民館本館講座室
参加費＝１００円
対象＝町内に在住または在勤の方
定員＝５０人（先着順）
指導者＝竹内絹代さん（京都生協ラ
イフプランアドバイザ－）
申込方法＝１１月１日金～８日金に▼
住所▼氏名▼電話番号を直接または
電話で下記まで。
問・申込先＝中央公民館（月休館）
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役場代表☎９５６－２１０１  ９５７︲１１０１　保健センター☎９５３－３４３０  ９５３︲７３３５　老人福祉センター「長寿苑」☎・ ９５７－１８６０
社会福祉協議会☎９５７－４１００  ９５４︲４４００　福祉センター「なごみの郷」☎９５７－４１００  ９５４︲４４００

　中央公民館☎９５７－１４２１  ９５２︲２８４６　町体育館☎９５６－０５６７  ９５６︲０５６６　歴史資料館☎９５２－６２８８  ９５２︲６２８９
大山崎ふるさとセンター☎９５６－２３１０  ９５２︲６２８９　大山崎消防署☎９５６－０１１９  ９５７︲０９９９ □
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魅
力
あ
る
地
域
の
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト

　
秋
は
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
季

節
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ロ
ー
カ
ル
色
豊
か
な
企
画
が
さ
れ
て

お
り
、
私
も
模
擬
店
な
ど
を
楽
し
み
に
し
て
各
地
に
出

か
け
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
「
お
お
や
ま
ざ
き
産
業

ま
つ
り
」
を
11
月
３
日
祝
に
開
催
。
町
を
は
じ
め
、
商

工
会
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
や
ス
テ
ー
ジ
、
展
示
販
売
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
７
月
か
ら
緊
急
工
事
を
行
っ
て
い

た
中
央
公
民
館
も
よ
う
や
く
全
館
が
元
通
り
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
、「
文
化
の
つ
ど
い
２
０
１
３
」を
開
催
。

地
元
の
大
山
崎
中
学
校
や
西
山
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の

生
徒
た
ち
が
、
素
敵
な
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
お
祭
り
が
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
再
発
見

す
る
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
近
の
主
な
あ
し
あ
と

▼
９
月
13
日
／
敬
老
会
　
▼
21
日
／
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
ス
タ
ー
ト
式
　
▼
22
日
／
牧
杯
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
　
▼
10
月
11
日
／
秋
の
防
犯
活

動
街
頭
啓
発
・
乙
訓
消
火
技
術
競
技
会

▲�9月21日土に一日警察署
長である乙訓高校の生徒
とともに、秋の全国交通
安全運動スタートのパレ
ードを行いました。 江

下 

傳
明

M
ayor’s M

essage

町
長
で
す

こ
ん
に
ち
は

このコーナーへの掲載を希望される方は発行月の前々月末（土日 にあたる場合は直前の平日）
までに、企画財政課秘書広報係☎956－2101（内312）まで。

インフォメーション

Information

親子サロン
スマイルプレイス

　おもちゃや絵本を読んで自由に遊
んだあと、スタッフ手作りのお菓子
でお茶を楽しみます。
とき＝１１月１２日火１０：００～１１：３０（出
入り自由）
ところ＝中央公民館別館和室
参加費＝３００円
対象＝乳幼児とその保護者または妊
娠中の方
問＝幸山　☎０８０－５７００－５８２２
http：//ｂloｇs.ｙahoo.ｃo.jp/eikanaei/

乙訓ひまわり園
ひまわりフェスタ２₀₁₃

　今年もやります、ひまわりフェス
タ！　障がいがあってもなくても一
緒に楽しみましょう。ステージパフ
ォーマンスやひまわり園のメンバー
が作ったパン、クッキー、自主製品
の販売などもします。
とき＝１１月９日土１２：１５～１５：００
ところ＝乙訓ひまわり園
※�駐車場はありません
問＝乙訓ひまわり園　森井　
☎９３５－７０７１

おとくに子どもえんげき祭り

とき＝１１月２３日 １０：３０～１７：００
ところ＝バンビオ１番館
内容＝▼劇団風の子などによる劇▼
パフォーマンス▼展示など
観賞料＝子ども８００円、大人１，０００円、
ペア１，５００円
※�展示、パフォーマンスなどは無料
問＝門馬　☎９５７－８５０２

家事家計講習会

　家計簿は未来をつくる設計図。来
年の予算を一緒に考えましょう。
※�１歳６カ月以上の子どもの託児が
できます（要予約、別途１５０円）
とき＝１１月１６日土１０：００～１１：４５
ところ＝バンビオ１番館４階学習室１
参加費＝３５０円
問・申込先＝京都友の会西山方面　
清水　☎９５６－７６２９

町国際交流協会「英語クラス」受講生
を募集（平成２５年度後期₁₀月～３月）

　後期の途中からでも参加できます。
また教室の日程は変更することがあ
ります。
�■初級クラス

　毎月第１・第３火２０：００～２１：００
　定員＝１０人程度
　受講料＝半年６，０００円
　��内容＝英語らしい発音をしっかり
学びながら、初級の英会話を楽し
みます（日本人講師）
�■中級クラス
　Ａ　毎月第１・第３火
　　　１０：３０～１１：３０
　Ｂ　毎月第１・第３㊍
　　　２０：００～２１：００
　定員＝各クラス１０人程度
　受講料＝半年６，０００円
　��内容＝会話練習を中心に、表現や
発声など（日本人講師）
�■外国人による英会話クラス
　Ａ　毎月第２・第３・第４土
　　　１３：５０～１４：５０
　Ｂ　毎月第２・第３・第４土
　　　１５：００～１６：００
　定員＝各クラス１０人程度
　受講料＝半年９，０００円
　��内容＝簡単なフリートーキング、
英会話など（フィリピン人講師）

（いずれも）
ところ＝中央公民館
問・申込＝大山崎町国際交流協会
竹元　☎０９０－５１５０－００５４

催し
Meeting

乙訓圏域福祉就職フェアを
開催します

とき＝１１月２４日日１０：３０～１６：００
ところ＝バンビオ１番館２階市民ギ
ャラリー
内容＝合同就労説明会、就労セミナ
ー
参加施設＝約２０施設（乙訓二市一町
の高齢福祉および障がい者施設、事
業所）
主催＝乙訓老人福祉施設協議会、乙
訓障害者支援事業所連絡協議会
問＝乙訓障害者支援事業所連絡協議
会（乙訓若竹苑内）　☎９５４－６５０１
９５４－６５８８

第６回　長岡京音楽祭
国民文化祭記念コンサート

とき＝１１月２４日日１５：００開演（１４：３０
開場）
ところ＝長岡京記念文化会館
入場料＝１，０００円
※�全席自由。未就学児の入場はご遠
慮ください

プログラム＝モーツァルト／歌劇
「ドン・ジョバンニ」序曲、デュカ
ス／交響詩「魔法使いの弟子」、ド
ビュッシー／交響詩「海」など
出演＝小山真之輔さん（指揮）、国
文祭京都・記念オーケストラ（演奏）
問＝長岡京音楽祭実行委員会事務局
（長岡京記念文化会館内）
☎９５５－５７１１

第６回　長岡京音楽祭
ニューイヤー・コンサート

　室内アンサンブルをお楽しみくだ
さい。
とき＝平成２６年２月８日土１５：００開
演（１４：３０開場）
ところ＝長岡京記念文化会館

入場料（前売り）＝Ｓ席４，０００円、
Ａ席３，０００円
※�全席指定。未就学児の入場はご遠
慮ください

※�生後３カ月以上の子どもの託児
（有料）を受付。要事前予約
プログラム＝モーツァルト／セレナ
ード第６番ニ長調「セレナータ・ノ
ットゥルナ」Ｋ.２３９、協奏交響曲　
変ホ長調　Ｋ.３６４など
出演＝森悠子さん、安紀ソリエール
さん、成田寛さんほか
問＝長岡京記念文化会館
☎９５５－５７１１

わくわく秋のバスツアー

とき＝１１月１７日日７：３０発
ところ＝中部国際空港・セントレア、
名古屋城、リニア・鉄道館
参加費＝わくわくクラブおおやまざ
き会員／１，０００円、一般／２，０００円
※�別途、入館料１，０００円（大人）・
５００円（子ども）が必要

定員＝３０人（先着順）
申込期間＝～１１月１０日日１０：００～
１６：００（５日火休館）
申込方法＝印鑑と参加費を持参のう
え、下記まで。（申込書は町体育館
にあります）
主催・問＝わくわくクラブおおやま
ざき事務局（町体育館内）

少年補導委員会
「親子映画会」のお知らせ

　町少年補導委員会では、映画の鑑
賞を通して、心の豊かさや情操を親
子で育てることを目的に、映画会を
開催します。
※�参加無料
とき＝１１月１０日日９：２０～１２：１５
ところ＝中央公民館本館ホール
対象＝町内に在住または在勤の親子
内容＝ドラえもん、交通安全啓発ビ
デオ

主催＝町少年補導委員会、町教育委
員会
問＝生涯学習課（内２２２）

みんなでいこカフェ
₁₁月のイベントのお知らせ

　クッキーを食べたり飲み物を飲み
ながら、楽しいひとときを過ごしま
せんか。
　イベントや相談、脳トレミニ講座
（１４：００～１４：３０）も実施しています。
詳細はお問い合わせください。
�■サービス付き高齢者向け住宅とは
　��今増えている、サービス付き高齢
者向け住宅を紹介します。

　とき＝１１月１日金１４：３０～
�■かんたん！　おやつ作り
　手軽でおいしいおやつを作ります。
　とき＝１１月１５日金１４：３０～
�■食事
　とき＝１１月２２日金１２：００～１４：００
　��申込方法＝１１月１９日火までに電話
または直接、下記まで。

�■オリジナル年賀状作り
　��そろそろ来年の年賀状の準備をし
ませんか？

　とき＝１１月２２日金１４：３０～
ところ・問・申込先＝洛和ヴィラ大
山崎　☎９５８－３８５５�

発達障がい講演会₂₀₁₃

とき＝平成２６年１月１１日土１４：００～
（１３：３０～受付）
ところ＝文化パルク城陽大会議室
（城陽市寺田今堀１）
講演＝「青年期の発達障がい児への
支援」和田良久さん（京都府立医科
大学大学院准教授）
申込期間＝１１月２０日水～平成２６年１
月６日月
問・申込先＝京都府立こども発達支
援センター　☎０７７４－６４－６１４１
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町の人口と世帯数

ご
結
婚
お
め
で
と
う

【
夏
目
】　
　
　
佐
藤
　
奨
・
奈
穂

ご
誕
生
お
め
で
と
う

【
宮
脇
】　
　
　
東
野
　
直す

ぐ
り李

【
鳥
居
前
】　
　
永
田
　
優ひ
ろ
と斗

【
鳥
居
前
】　
　
安
田
　
悠は
る
と人

【
小
倉
口
】　
　
西
山
　
颯そ
う
ま真

【
西
法
寺
】　
　
戸
川
　
麗れ
い
か禾

【
北
浦
】　
　
　
田
中
　
絵え

な菜

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

【
脇
山
】　
　
　
玉
野
　
サ
ワ
エ
（
92
歳
）

【
山
伏
】　
　
　
西
村
　
タ
ズ
（
96
歳
）

2013年10月１日現在（前月比）

総数� 15,015人　（８）
男� 7,241人　（２）
女� 7,774人　（６）
世帯数� 5,900世帯（４）

ひとのうごき

※�敬称略。このコーナーには希望
された方のみ掲載しています

大山崎俳句会

　初心者大歓迎です。
とき＝１１月６日水１３：００～１６：３０
ところ＝大山崎ふるさとセンター
会費＝年３，０００円
問＝森　☎９５６－６５３２

第８回　天王山ファーム＆ 
フードマーケット

　地元野菜を使った限定ランチや、
こだわり食材を販売します。
とき＝１１月３０日土１１：００～１５：００
ところ＝ＪＲ山崎駅南側広場
問＝天王山ファーム＆フードマーケ
ット実行委員会　森　☎９５３－１２９２

聴竹居　紅葉をめでる会

　聴竹居の紅葉を心ゆくまでお楽し
みください。住宅地のため▼自転車
▼バイク▼自動車での来場はお断り
しています。
※�雨天決行、予約不要
とき＝１１月３０日土１０：００～１５：００
ところ＝聴竹居
※�庭園は見学無料
※�建物内部の見学は５００円
※�見学の受付は当日先着順、最終入
場は１４：３０。混雑時は入場制限有
問＝聴竹居倶楽部　荻野　
☎０８０－６１１７－７５１０
chouchikukyo@gmail.com

単親家庭クリスマス会のご案内

とき＝１２月８日日１３：３０～１５：３０
（１３：００～受付）
※�要申込
ところ＝山城広域振興局乙訓総合庁
舎（向日市上植野馬立８）
内容＝ジャグリング、バルーン教室
など
主催＝▼乙訓連合三つ和母子会▼乙
訓地方民児協連絡協議会▼向日市、
長岡京市、大山崎町の各社会福祉協
議会
申込期限＝１１月２４日日
問・申込先＝乙訓保健所福祉室
☎９３３－１１５４　 ９３２－６９１０（土日を除
く）

分かりやすい認知症のおはなし

　病気の不安や苦しみ、それを支え
る介護の現状や介護現場での事例を
学びます。
※�参加無料
とき＝１１月２３日 １３：３０～
ところ＝中央公民館本館講座室
講師＝乙訓医療生協介護担当者
問＝乙訓医療生協　☎９２１－０６６７
大山崎支部「棚ぶどう」　☎９５６－
６０３３

卓球バレーで楽しもう

　耳の聞こえに不安がある方、一緒
に交流しませんか。参加を希望する

場合は、前日までにお申し込みくだ
さい。要約筆記もあります。
※�上履き持参
とき＝１１月１０日日１２：００～１５：００
ところ＝町体育館
参加費＝２００円
対象＝町内に在住の方
主催＝乙訓手話サークルでんでん虫
「山崎例会」、乙訓ろうあ協会
問＝阿部　☎９５７－１４９０

源氏物語を読む会

■�とき＝１１月１２日火、２６日火１０：００
～１２：００
　ところ＝中央公民館本館会議室
　会費＝半年２，０００円
　問＝新座　☎０９０－４３２４－０１６１
■とき＝１１月９日土１０：００～１２：００
　‌�ところ＝バンビオ１番館６階会議
室２
　会費＝月１，０００円
　問＝森　☎９５７－２８２６

大山崎社交ダンスサークル 
会員を募集します

　はじめての方も大歓迎です。本多
和代プロ（スタンダード・ラテンＡ
級）が、きめ細やかなわかりやすい
指導をします。
とき＝毎週火１８：００～２１：００
ところ＝中央公民館ホール
問・申込＝北村　☎９５６－５７０５

山桜会ハイキング

①�行先＝箕面の滝～野口英世像～天
狗の鼻～勝尾寺（約８㎞）
　とき＝１１月５日火（雨天中止）
　‌�集合＝阪急長岡天神駅　９：００（切
符は箕面駅まで）
②�行先＝貴船神社～魔王殿～木の根
道～背比べ石～鞍馬寺（約８㎞）
　とき＝１１月１９日火（雨天中止）
　‌�集合＝阪急長岡天神駅　９：００（切
符は河原町駅まで）
問＝福田　☎９５７－０４１８

秋の講談とお茶会

　大山崎町の離宮八幡宮で、お茶会
と講談が楽しめます。講談は大山崎
町にかかわりの深い、山崎合戦の話
です。
とき＝１１月１７日日１２：３０～
ところ＝離宮八幡宮
出演＝旭堂南青さん
参加費＝２，０００円
問＝茶道サークル　友あそび　田中　
☎９５６－４５８５

乙訓の文化遺産を守る会 
第５２回歴史文化教室

　銅鐸博物館や大岩山遺跡、越前塚
古墳など約６㎞を歩きます。
※�小雨決行
とき＝１１月２４日日9：15～16：00
集合＝ＪＲ京都駅２番線売店付近　
９：１５
内容＝「秋の近江路をあるく～銅鐸
の里・野洲～」案内・進藤武さん（野
洲市文化財保護課）
参加費＝３００円
※�会員は無料、交通費は別途。昼食
は各自ご用意ください

問＝乙訓の文化遺産を守る会事務局　
長谷川　☎０９０－９２８４－７３２１

楽しいことをはじめてみませんか？ 
絵手紙体験会をします

　道具は用意しますので、どなたで

も気軽にご参加ください。
※�体験無料
とき＝１１月２７日水１４：００～１６：００
ところ＝円明寺が丘自治会館２階
問＝新日本婦人の会大山崎支部絵手
紙サークル　平田　☎９５６－０５０４

京都・大山崎町 
おもてなしウィーク！

　今年のおもてなしウィークは１１月
２３日 を挟んだ３日間の開催。
　ワンコインをテーマに、１００円や
５００円で限定メニューを食べたり、
お得な商品を手に入れたりできます。
いろいろな作品づくりも体験でき、
なかには無料の作品鑑賞もあります。
　まちまるごと文化祭の『おもてな
しウィーク』で、大山崎の新しい発
見をしてください。詳細は新聞折り
込みチラシまたは町内公共施設など
のマップ付きチラシをご覧ください。
とき＝１１月２２日金～２４日日
ところ＝大山崎町一円約５０カ所
主催＝おもてなしウィーク実行委員
会（大山崎町商工会女性部内）
問＝大山崎町商工会　☎９５６－４６００

奇蹟的羊 
～フェルトのおかしやさん～

　障害福祉センターあらぐさの利用
者が創作した、フェルト小物やおか
しやさんをテーマにした作品の展示
をします。

とき＝１１月６日水～１３日水１０：００～
１７：００（１３日のみ１０：００～１５：００）
ところ＝アトリエ畔（長岡京市粟生
川久保２－５）
■�フェルト創作の無料体験ができま
す（土日を除く）

　とき＝１１月６日水～１３日水　
　①１０：４５～１１：３０　②１４：１５～１５：００
主催・問＝社会福祉法人あらぐさ福
祉会　☎９５３－９２１２

障がい者ヘルパー養成研修 
重度訪問介護従業者養成研修課程

　乙訓福祉会・居宅介護従業者養成
研修を行います。詳細は下記、ホー
ムページでご確認ください。
とき＝１１月３０日土、１２月１日日９：００
～１７：３０（学科２日）
および、１２月２日月～平成２５年１月
１７日金のいずれか１日（実習１日）
ところ＝乙訓福祉会本部および実習
施設
定員＝４０人程度（先着順）
受講料＝学生７，０００円、一般１０，０００
円
申込方法＝電子メールで下記まで。
問・申込先＝社会福祉法人乙訓福祉
会　ライフサポート事業所　
☎８７４－７３７３　 ８７４－６５１０
lifes.otokunif@iaa.itkeeper.ne.jp
http://www.h２.dion.ne.jp/~otokunif/
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講
演
会
（
第
２
回
）

　「
考
古
学
か
ら
見
た
戦
国
期
の
城
郭
跡
」

　
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
　
１３
：３
０～

��子
育
て
相
談
　

　
各
保
育
所
　
９：
００
～
１６
：０
０

�園
庭
開
放
　

　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

��“
助
け
愛
隊
”
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
中
央
公
民
館
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

�子
育
て
相
談
　

　
各
保
育
所
　
９：
００
～
１６
：０
０

�園
庭
開
放
　

　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

�消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

�子
育
て
相
談
　
各
保
育
所
　
��９：
００
～
１６
：０
０

�ビ
リ
ヤ
ー
ド
大
会
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
　
９：
４５
～
１５
：０
０

�園
庭
開
放
��　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

�“
助
け
愛
隊
”
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
中
央
公
民
館
　
１０
：０
０～
１２
：１
０

�健
康
相
談
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
　
１３
：０
０～
１５
：０
０

�消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

�道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
　
９：
００
～
１７
：０
０

　（
１２
/２
月
ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

�子
育
て
相
談
��　
各
保
育
所
　
９：
００
～
１６
：０
０

�園
庭
開
放
��　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

�消
費
生
活
相
談
　

　
役
場
１
階
相
談
室
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

　
緊
急
な
改
修
工
事
を
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
本
館
施
設
の
使
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
本
館
の
一
部
（
▼
ホ
ー
ル
▼
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
▼
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
）
の
使
用
制
限

　
と
き
＝
～
９
月
２
日
月
、
９
月
３０
日
月
～
１０
月
２１
日
月

②
本
館
全
館
を
閉
鎖
　
と
き
＝
９
月
３
日
火
～
２９
日
日

　
上
記
期
間
中
に
本
館
を
利
用
す
る
た
め
に
、
す
で
に
使
用
料
の
支
払
い
な
ど
を
し
た
皆
さ
ん
に

は
、
返
金
ま
た
は
利
用
日
の
振
り
替
え
な
ど
を
行
い
ま
す
。
�
問
＝
中
央
公
民
館
　
☎
９５
７︲
１４
２１

�介
護
者
・
高
齢
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
　
秋
の
外
出

　
大
山
崎
町
～
美
山
町

　
９：
４０
～
１５
：１
５

�行
政
書
士
に
よ
る
暮
ら
し
と
事
業

の
行
政
相
談
会

　
役
場
３
階
で
受
付

　
１３
：３
０～
１６
：３
０

�平
成
₂₅
年
度
大
山
崎
町
防
災
避

難
訓
練

　
第
二
大
山
崎
小
学
校

　
１０
：０
０頃
～
１２
：３
０頃

� 少
年
補
導
委
員
会
　「
親
子
映
画
会
」

　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　
９：
２０
～
１２
：１
５

�歴
史
講
演
会
（
第
１
回
）

　
�「
豊
臣
秀
吉
の
城
郭
に
つ
い

て
－
山
崎
城
以
後
」

　
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　
１３
：３
０～

27
28

道
路
を
気
持
ち
よ
く
使
う
た
め
に

○
道
路
上
に
は
み
出
た
樹
木
な
ど
は
視
界
や
通
行
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
剪
定
し
て
く
だ
さ
い

○
道
路
上
に
自
転
車
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
、
通
行
の
妨
げ
に

な
る
も
の
は
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

○
道
路
上
に
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
放
置
し
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
�

―
建
設
課
―

�N
H
K大
河
ド
ラ
マ
誘
致
リ
レ
ー
イ

ベ
ン
ト
「
戦
国
歴
史
マ
ン
ガ
の
舞

台
裏
－
『
セ
ン
ゴ
ク
一
統
記
』
宮

下
英
樹
先
生
を
お
招
き
し
て
－
」

　
��大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

　
１１
：０
０～
　
整
理
券
配
布

　
　
　
　
　
 （
先
着
１５
０人
）

　
１３
：３
０～
　
開
演

�乙
訓
親
ま
な
び
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
西
乙
訓
高
校
　
１２
：５
０～
１６
：０
０

�連
続
講
演
会
（
第
３
回
）

　「
戦
国
期
城
郭
用
語
の
研
究
」

　
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　
１３
：３
０～

�年
金
相
談
（
予
約
制
）

　
役
場
１
階
相
談
室

　
１３
：０
０～
１６
：０
０

�障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
相
談

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　
１３
：３
０～
１５
：３
０

�学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
　
８：
３０
～
１２
：０
０

�い
き
い
き
朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９：
００
～
売
切
れ

�わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
町
体
育
館
　
１８
：０
０～
２０
：０
０

�就
学
前
児
童
健
康
診
断

　
大
山
崎
小
　
１３
：４
０　
受
付

　
　
　
　
　
　
１３
：４
５　
診
断

�就
学
前
児
童
健
康
診
断

　
第
二
大
山
崎
小

　
１３
：４
０　
受
付

　
１３
：４
５　
診
断

い
き
い
き
朝
市
�
円
明
寺
脇
山
広
場
��９
：０
０～
売
切
れ

現
地
見
学
会
「
戦
国
期
西
国
の
城
跡
を
歩
く
」

　
阪
急
大
山
崎
駅
集
合
　
１０
：０
０～
１６
：０
０

�“
助
け
愛
隊
”
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
中
央
公
民
館
　
１３
：３
０～
１５
：０
０

第
24
回
乙
訓
地
方
小
学
生
駅
伝
大
会

　
大
山
崎
小
～
向
日
市
民
体
育
館

　
１３
：４
５～
（
予
備
日
１２
/７
土
）

交
通
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
ひ
と
り
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
行
動
し
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

京
都
府
交
通
対
策
協
議
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
交
通
ル
ー
ル
を
徹
底
し
て
守
っ
て
く
だ
さ
い

・
運
転
を
す
る
際
は
、
常
に
自
身
の
体
調
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い

・
歩
行
者
に
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
経
済
環
境
課
―


